
「 おおいた教育の日」 エッ セー

　 私の住んでいる 日出町では、 ど こ でも 緑の草木や、 様々な虫を 見る こ と ができ ま す。 耳を すま せば、 鳥

の鳴き 声も よ く 聞こ えま す。 自然が豊かな町です。 その中でも 学校の周り や、 家の周り が、 私のじ ま んで

す。

　 私の通学路には、 畑があり ま す。 毎朝登校する と き や、 学校帰り など 、 通学路を 通る たびに野菜のにお

いがし てき ま す。 時期によ っ てにおいがちがう ので、 毎日季節を 感じ る こ と ができ ま す。 ま た、 学校の授

業では、 三、 四年生の時に理科で虫や植物を 探す授業があり ま し た。 春にはテン ト ウ ム シやタ ン ポポ、 夏

にはさ ら さ ら と ゆれる 大き な木、 秋には黄色にそま る イ チョ ウ の葉、 冬には冬眠する ダン ゴ ム シ。 たく さ

んの生き 物を 見つける こ と ができ ま し た。 授業で見つけてから 私は、 毎年、 それぞれの季節がやっ てく る

のを 楽し みにし ていま す。

　 ふだん、 何気なく 見たり 触っ たり し ている も のも 、 よ く 観察し てみる と 、 おも し ろ い発見も あ り ま し

た。 私は虫が苦手です。 けれど も 、 虫も こ の地域に生き る 自然の一つだと 知っ て大切にする よ う になり ま

し た。 も ちろ ん植物にも 色々な種類があっ ておも し ろ いなと 思いま し た。

　 私が好き な植物は、 タ ン ポポです。 家の周り や、 学校の校庭にも 生えていま す。 タ ン ポポは、 白い綿毛

ができ る と 風に飛ばさ れて散ら ばっ てし ま いま す。 でも それが新し いタ ン ポポの命なんだなと 感じ ていま

す。

　 タ ン ポポのすご いと こ ろ は他にも あり ま す。 たく ま し さ も そう です。 タ ン ポポが地面にたおれてし ま っ

ても 、 枯れたわけではあり ま せん。 花と じ く を 休ま せて、 種にたく さ んの栄養を おく っ ている のです。 こ

れは、 二年生の国語の教科書に出てき ま し た。 他にも 、 綿毛に風がよ く 当たり 、 種を 遠く ま でと ばすこ と

ができ る よ う に、 タ ン ポポがぐ んぐ ん伸びて背を 高く し ている こ と も 書かれていま し た。 私がこ のお話を

初めて聞いた時は、 自分たちで考えて工夫し ている と こ ろ がすご いなと 感じ ていたと 思いま す。

　 思えば日出町も 、 私の好き なタ ン ポポと 同じ よ う なと こ ろ がある よ う に思いま す。 世代から 世代へと 受

けつがれる 、 歴史や住んでいる 人たちのやさ し さ 。 し っ かり と 地域に根付く 、 力強さ やたのも し さ 。 そし

てタ ン ポポの綿毛のよ う に、 日出町のよ さ が、 ど んど ん広がっ ていく と 私はう れし いです。

　 私の将来の夢は、 警察官です。 警察官の役目は、 そこ に住む人々の安心、 安全はも ちろ んですが、 その

地域、 その町、 県そのも のを 守る こ と だと 思っ ていま す。 防犯だけでなく 、 私は自然を 守っ ていく 活動も

増やし たり 、 積極的に参加を し たり し てふる さ と を 守っ ていき たいです。

　 私が大人になっ た時、 今よ り も っ と 日出町がすてき な町になっ ていま すよ う に。
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